
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ナナミ

ジャンク

タナトス

ステーシー

17

反転

14

煉獄

10
花園

死去

殺しあった

家族

手術

君が銃の引き金を引く。放った弾丸は、私の家族に吸い込まれ、爆発する。 私はとっさに机の陰に隠れる。 人間が数人、私の家族を撃ち殺しながら近づいてくる。  あの人と目が合う。 銃口が、私を捉える。  とっさに、周囲に落ちていた銃を拾って、撃った。  ふいに、あたりが光に包まれる。 轟音が響き、熱が舞う。

その空間では、たくさんの子供たちが暮らしていた。 今年8歳になるエミリー、まだ5歳になったばかりのオリヴァー、一番のお兄さんのハロルド、みんなのお母さん代わりだったアメリア。 その他にも、大人たちはどこからか子供を連れてきては、みんなでここで暮らしていた。 大人たちが言うには、みんな戦争で家族とはぐれたらしいけれど・・・。

子供たちが一人一人いなくなって、数日後に戻ってきた。 大人たちが言うには、必要な手術をしたらしい。 何をしたのかは教えてもらえなかったけれど、戻ってきたオリヴァーのおなかには、大きな傷が出来ていた。 「中から、音がするの」 オリヴァーが不安げに言って、その音を聞かせてくれた。 たしかに、よく聞いてみると、機械のような音がする・・・気がする。 「何だろう…怖い」 私は、おびえるオリヴァーの頭を撫でて、大丈夫だよって、自分に言い聞かせるように言った。 「一緒に海を見よう。外で風を浴びれば、きっと気分も晴れるよ」 私はオリヴァーの手を引いて、甲板へと出た。甲板への扉を開けるパスコードは【6721】毎日使用しているパスコードだ。忘れるわけがない。 海は、いつだっておだやかで、そこにあった。 2人で暫く風を浴びた。何もかも歪んだ世界でも、その時間だけは、心癒されるものだった。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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発勁

カルマプロセッサ
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狂気点振り直しの出目＋１

レギオンの移動妨害を常に無効化。レギオンからの攻撃判定は７以上でしか命中しない。
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肉弾攻撃１

移動１、自身に不可

受けた狂気点１点を無効にし、損傷

肉弾攻撃１

支援１

移動１

白兵２＋切断、出目＋１

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

破壊されていなければ自分以外の姉妹の任意の基本パーツ３つ修復可。

たからもの

移動１

移動１

妨害１
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